
































A Longitudinal Study on the Developing Process of Students’ Consciousness
about the Teaching Profession in the Elementary School Teacher Training Course ⑵
KUBO Junya
Abstract
　　The purpose of this longitudinal study was to explore the developing process of college students’ 
consciousness about the teaching profession and the changes in their motivation to be a teacher during 4 -years 
teacher training education. By means of the Modified Grounded Theory Approach, the protocol data of 
sophomores’ interview about their consciousness about the teaching profession and motivation to be a teacher 
were analyzed and the developing process of them was illustrated. The outcome of this study was considered 
as compared with some antecedent studies and the study ⑴.
　　It was discussed how to keep or increase students’ motivation to be a teacher during 4 years, and it was 
suggested that getting the skills and knowledge about teaching reduces students’ anxieties about giving classes 
by themselves.
　　　　　　　　　Key words： Consciousness about the Teaching Proffesion（教職意識）
 Motivation to be a teacher（教職志向性）
 Teacher Training Education（教員養成教育）










































































































































































































































































































理 論 的 メ モ 授業やニュース、周囲の人から聞く学校現場の諸問題（モンスターペアレント、不登校、いじめ、等）について知り、将来自分が教員となった時にうまく対応できるのかどうか不安になった。
ている。
＜『自分の資源』と『不安』＞
　教職に生かせる『自分の資源』には、持ち前の性格
や体験してきたこと、またむしろ不得意なことやネガ
ティブな体験があることが、同じようなことで困って
いる子どもの指導に生かせるという思いを持ってい
る。しかしそのような『自分の資源』も、より現実味
を帯びてきた教職や授業実践に関する『新たな気づ
き』に照らして考えてみると、まだ「足りないもの」
があったり「経験不足」であるという認識から『不安』
が生じることになる。しかし、そうした『不安』の一
部は、『大学の授業で学んだこと』による、実際に教
職に必要な「スキルを学ぶ」体験を通じて、『不安の
低減』に繋がることもある。
　『不安』の中には『教員採用試験』に関する不安も
含まれている。これは、『教員になりたい願望』を実
現するために実際に「教採に向けた取り組み」を始め
た結果、直面する「勉強法が分からない」という悩み
であったり、現在の（特に宮城県や東北地区の）教員
採用状況を見たときの厳しい実情から、そもそも自分
が「受かるか不安」という悩みが、『教員採用試験』
に関する『不安』を構成している。 
４．考察
　上記の結果について、１年次を対象とした久保
（2010）の先行研究とも照らし合わせながら主要な点
について考察を試みたい。
　久保（2010）でも指摘したとおり、教職意識の形成
は大学入学前から始まっている。そのことは、本研究
の結果でも、学生自身の過去の体験が現在の「教員に
なりたいという願望」の形成に影響していることか
ら、同様に示されている。一方で、家族・先輩・友人
といった重要な他者との現在進行中のやりとりが、
「隠れたカリキュラム」として機能し、教職意識形成
に大きな影響を及ぼしていることが推測される。
　上記のような要因が、学生を教員志望へと引きつけ
ているとすれば、一方で「自立への願望」が、学生を
教員という職業選択へ押し出している。学生の中に
は、早期に親元から自立するための手段として「教職
に就く」ことを志望する者もいる。教職は他の業種に
比べて身分が安定しており、また女性でも自立するの
に十分な収入を得られる仕事であるため、親元からの
自立の手段として教職への就職を選択することは学生
らにとって理にかなったことと思われる。これに関連
して、松尾（1982）でも、「教師になりたい理由」を
学生に問うた際の答えとして上位に「職業として安定
している」ことを挙げる者が多いこと、また女子にお
いては「仕事のうえでの男女平等」を挙げる者が37％
いることが示されている。しかし一方で、手っ取り早
い自立の手段として教職を選択するという側面が大き
くなればなるほど、着任後にギャップを感じて不適応
に陥る可能性が大きくなることが予想される。関連す
る事実として、最近の若者が就職時に重要視する要因
として「自分の能力・個性が生かせるから」を挙げる
割合が、以前に比べて増加してきていることが指摘さ
れている（内閣府，2007）。仕事そのものの持つ特性と、
自分自身の持つ資源とのマッチングから適職を選択し
たいという願望は最近の若者の職業選択上の特徴であ
り、本学の学生においてもこの傾向は当てはまるもの
と推測される。教職の実態を知った上で、それを自分
の特性とマッチした職業として選択するというプロセ
スをたどれるような進路指導が重要となろう。
　また学生らは、大学入学前は、教員になりたいとい
うモチベーションを強く感じているが、１年次の授業
ではまだ教職の実践的内容に触れる機会は少なく、代
わりに教育論・教職論や、現代の教育問題等について
学ぶ講義が多い。そのため学生は、「教員の仕事は大
変そう」という認識の方が強まり、教職への不安が高
まるようである。それが大学２年次になると、教材研
究法等の教育実践に関する授業を受講するようにな
り、そこで見聞きした情報から教職の魅力を感じるよ
うになる。指導案作成や教材作り等を経験することに
よって、実際にどう授業を行えばよいのかが分かって
きたり、「良い授業」というのがどういうものかとい
う認識が成立してきて、１年次までの漠然とした不安
が解消・低減する。久保（2010）でも指摘したように、
教職の内容や実情に対する単なる暴露が、学生の教職
志向性を強化するわけではない。むしろ、教職の大変
さや、モンスターペアレンツ等の教育問題の困難さば
かりが目につき、学生の不安が増大するだけの場合も
ある。松本・生駒（1984）が指摘するように、「教育
現場の実情」について知ることは、教職志向性を強化
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図３　大学２年次における教職意識の変化
すること、あるいは逆に弱化することの両方の理由に
なりうる。教育現場の実情を伝えることはもちろん必
要だが、一方で学生らの教職志向性を維持・強化する
ためには、それらに対応していくためのスキルやノウ
ハウを早期から伝えていくことも必要であろう。
　また、２年次になり教育実践について学ぶように
なった学生らは、それまでの子ども・学習者側の視点
から、教員・教授者側の視点へと移行していく。その
際に、教員は単に決まり切った内容を子どもに伝える
仕事ではないし、必ずしも教科書に基づいて指導しな
ければならないわけではないということに気づき、教
員の仕事の自由度に魅力を新たに感じる者もいれば、
逆に難しさを再認識する者もいる。この点に関して、
秋田（1996）は、教員の熟達化の道筋の過程では、授
業の捉え方として「筋書き通りに伝達する場としての
イメージから、授業は筋書き通りではなく未知の展開
をもって進み、伝えるだけではなく授業の中で新しい
ものを生徒と共に創りだしていくイメージへと経験に
伴って変容する」ことを指摘している。本研究の結果
からも、学生らは実践的な知識を学ぶようになり、１
年次までとは異なる、より現職教員の認識に近い授業
観・教職観を獲得してきていることが推測される。
　さらに、大学の授業やその他の経験を通して、社会
に対する視野が広がった結果、それまでの「教員にな
りたい」という願望に揺らぎが生じる。若松・古川
（1996）では、教職を志望しなくなる学生らは「教職
以上にやってみたいと思う職業を目指したことがあ
る」と回答する者が有意に多いことが示されており、
職業選択における視野の広がりが、相対的に教職志向
性の低下につながる可能性が示唆される。
　そこで久保（2010）では、学生の教職志向性の維持・
強化のために有効なアプローチとして、「個人の資源」
と教師効力感とを結びつけるようなアプローチを提案
した。本研究では、インタビューにおいて特にこの点
に配慮し、「自分の資源」について詳しく聞く機会を
設けた。その結果、多くの学生は、自分の持つ資源が
教職に生かせることに気づき、それらを具体的に挙げ
ることができた。しかしそれだけでは学生の意欲を高
揚させることはなかったようで、学生は、教職や授業
について新しく得た気づきの内容と、自分が元々持っ
ている資源内容とを照らし合わせて考え、その二者の
間の不一致や不十分さに不安を感じたようであった。
この不安は、１年次までのような漠然とした不安では
なく、例えば教育実習中の授業実践をどうしたらよい
のかという現実的な問題から生じる不安である。しか
し先にも述べたように、こうした不安は、大学の授業
において実践的なスキルを学ぶことによって低減する
ようである。このような、当初は漠然としていた不安
の中身が次第に鮮明になり、それによって解決方法の
発見が容易になっていくプロセスは、多くの生活場面
で見られる人間の問題解決プロセスと同様である。ま
たこうした機会は普遍的な問題解決行動を獲得するた
めの重要な成長機会となり得る。曖昧な不安を抱えた
まま悩む経験は、それ自体は危機だが、乗り越えるこ
とによって学生自身の成長に繋がる。学生をサポート
する者には、この点についての理解が求められるだろ
う。例えば学年担当教員等が定期的に学生と面接を行
う中で、その時点での学生の不安について会話する機
会を持つことは、学生が自らを振り返ったり、教職に
ついて改めて考える機会となり、キャリア意識の形成
上有益な経験となるだろう。本研究の調査対象学生に
対する筆者のインタビューは、ちょうどそのような機
会となっている可能性がある。
　また、授業実践に対する不安に続いて、教員になり
たいという願望を充足するための次のステップとして
の教員採用試験に合格するかどうかという不安がク
ローズアップされてくる。多くの２年生にとっては、
教員採用試験の中身はまだ未知のものであり、再び曖
昧な不安と直面することになるが、今後、実際の試験
問題に触れる経験を経ることによって、不安の中身は
明確になっていくだろう。同様の傾向は若松・古川
（1996）でも示されており、教員志望度の高い者ほど、
教員採用試験への気がかりが強くなっている。このよ
うな、「曖昧な不安→不安の中身の明確化→解決方法
の発見」というカウンセリング場面で生じるような問
題解決プロセスが、在学中のいろいろな場面におい
て、学生個人の中でたびたび繰り返されているものと
想像される。
　全体に関して言えることとして、カテゴリー「大学
の授業で学んだこと」は、様々なカテゴリーや概念に
影響を与えており、特に重要なカテゴリーであること
が示唆される。本学が学生に対して提供している教育
機会として、大学の授業（講義・演習）は、学生の教
職志向性形成において重要な役割を果たしているとい
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えよう。特にそれは２年次の学生において顕著であ
る。教育実践のスキルについて知る機会が早ければ早
いほうがよい、というわけでもなく、学生のレディネ
スに応じた時期にこうした授業が受講できることが有
益であると思われる。
＜今後について＞
　今後も本研究の調査対象となった学生らの追跡調査
を行い、大学生活全体を通しての教職意識の変化のプ
ロセスをモデル化する予定である。特に、今後行われ
る３年次の教育実習は学生らの教職志向性に大きな影
響を及ぼすことが予想される。教育実習が学生の教職
志向性に与えるインパクトについては、いくつかの先
行研究が行われているが、統一的な見解が示されてい
るわけではない（今栄・清水，1994；臼井，1996；大
里，1981；若松・古川，1996）。本研究においても、
実習前と後での比較を通して、教育実習自体が持つ教
育効果について検討を行いたい。
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